
平成３１年２月

第２３回ＩＴＥＲ理事会の開催結果について

資料１
第16回核融合科学技術委員会

平成31年2月14日



日程： 2018年11月14日（水）～15日（木）
場所： ITER機構本部（フランス、サン・ポール・レ・デュランス市、カダラッシュ）
議長： スリヴァスタヴァ インド原子力委員会事務局長
出席者：
日 本：山脇 文部科学審議官 ほか
欧 州：トーマス 欧州委員会エネルギー総局副総局長 ほか
米 国：ビンクリー エネルギー省科学局次長 ほか
ロシア：ボロフコフ ロシア連邦大統領府副補佐官ほか
中 国：黄（ホアン） 科学技術部副部長 ほか
韓 国：金（キム） 科学技術情報通信部巨大公共研究政策局局長 ほか
インド：グローバー原子力委員会委員 ほか
ITER機構：ビゴ機構長、多田副機構長、李（イ）副機構長 ほか
議題：

（１）開会挨拶（議長、各極代表、機構長）

（２）ITER計画進捗報告、諮問委員会等からの報告

（３）ITER計画事業マネジメント

（４）ITER機構の予算（2018年予算執行状況、2019年予算案等）

（５）その他

理事会の日程及び議題
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理事会の結果概要

（１）ITER計画の進捗等について

➢ 2025年初プラズマまで60%近く建設が進捗するとともに、本格的な据付・組立フェーズ
に移行していく準備が整いつつあることを確認。

➢厳しいスケジュール要求と挑戦的な技術要求の中でプロジェクトを着実に進めていく
ため、戦略的な遅延リスク緩和策を実施。

（３）次回の日程について

➢第24回ITER理事会は、2019年6月19、20日に

ITER機構本部で開催予定。

（２）ベースライン2016の最終合意について

➢ 2016年11月のスケジュール見直しに伴うコスト増（暫定合意中）については、一部の

国が引き続き国内調整中であるが、合意に向け前進。

➢ なお、日本は核融合科学技術委員会において、「ベースライン2016におけるスケジュ

ール及びコストは妥当」との第三者評価をいただいている。
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ITERサイトの建設状況等①

・ITER建設サイトでは、トカマク設置場所（トカマクピット）や周辺施設（計測建屋、トリチウム建屋等）の建設、
電源設備・冷却設備の搬入及び設置等の建設活動が進捗。

・2018年11月14、15日に開催された第23回ITER理事会では2025年運転開始（初プラズマ）に向けて着実に
建設作業が進捗していることが確認された。

トカマク建設現場(2018年10月)

組立建屋

トカマク設置場所

計測建屋

（2015年4月） （2016年4月）

トカマク設置場所(2018年8月)

本体建屋 計測建屋トリチウム建屋

（イメージ図）

TFコイル一体化準備
(2018年8月)

TFコイル巻線
(2018年2月)

日本の機器製作

NBTF高電圧機器受入試験
(2018年9月)

CS超伝導導体
(2017年10月)
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ITERサイトの建設状況等②

トカマク建設現場(2018年10月)

電源ヤード(2018年9月)

組立建屋

冷凍機建屋

計測建屋

トカマク設置場所(2018年8月)
遮蔽ドア(2018年8月)

ドレインタンク据付

トカマク建屋

組立建屋

冷凍機建屋

計測建屋(2018年9月)

電源ヤード



【概要】
エネルギー問題と環境問題を根本的に解決するものと期待される核融合エネル
ギーの実現に向け、国際約束に基づき、核融合実験炉 ITERの建設・運転を通じ
て、核融合エネルギーの科学的・技術的実現可能性を実証。

●ITER協定 2007年10月24日発効
●参加極 日、欧、米、露、中、韓、印
●建設地 仏・カダラッシュ
●計画

運転開始 ：2025年12月
核融合運転開始：2035年12月

●核融合熱出力 50万kW（発電はしない）
●各極の費用分担（建設期）
欧州、 日本、 米国、 ロシア、 中国、 韓国、 インド
45.5% 9.1％ 9.1% 9.1% 9.1% 9.1% 9.1%

※各極が分担する機器を調達・製造して持ちより、ITER機構が全体を組み立てる。

～14m

～30m

ブランケット

真空容器

超伝導ポロイダル磁
場(PF)コイル

超伝導トロイダル磁
場(TF)コイル

超伝導中心ソレノイド(CS)コイル

本体重量：
2万3千トン

主半径6.2m

副半径（横）
2.0m

ダイバータ

カダラッシュ

①ITER機器の製作や試験、国内機関の活動等
9,764百万円（11,688百万円）

○ 我が国が分担する、超大型で高性能の
超伝導コイルの実機など、
機器製作を着実に進める。

最初のTF巻線の完成 超高電圧用絶縁変圧器

【これまでの成果】

②ITER機構への分担金 4,783百万円（3,891百万円）
○ 建設の約60％が完了(2018年11月時点)。トカマク設置場所や周辺施
設（計測建屋等）の建設、電源・冷却設備の設置等を引き続き進める。

【これまでの成果】

組立建屋

トカマク設置場所

トカマク建設現場(2018年10月) トカマク設置場所(2018年8月)

計測建屋

冷凍機建屋
電源ヤード

ITER機構提供 ITER機構提供

ITER(国際熱核融合実験炉)計画について 2019年度予算額（案） ：14,547百万円
（前年度予算額 ：15,579百万円）
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第
23

回
IT

ER
理

事
会

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
継

続
的

な
進

展
を

評
価

し
、

 
IT

ER
は

機
器

組
立

へ
の

移
行

を
準

備
し

た
 

 
仏

サ
ン

・
ポ

ー
ル

・
レ

・
デ

ュ
ラ

ン
ス

（
20

18
年

11
月

15
日

）
－

IT
ER

理
事

会
（

以
下

「
理

事
会

」
と

い
う

。
）

は
、

20
25

年
の

初
プ

ラ
ズ

マ
に

向

け
た

IT
ER

計
画

の
実

績
を

レ
ビ

ュ
ー

す
る

た
め

開
催

さ
れ

た
。

理
事

会
は

、

実
績

指
標

や
本

年
６

月
の

第
22

回
理

事
会

で
承

認
さ

れ
た

改
訂

建
設

戦
略

に

基
づ

き
、

製
作

、
建

設
及

び
据

付
の

進
捗

を
評

価
し

た
。

最
新

の
実

績
指

標
に

基
づ

け
ば

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

初
プ

ラ
ズ

マ
達

成
ま

で
約

60
％

が
完

了
し

て
い

る
。

 
 

 20
18

年
11

月
14

日
、

15
日
に
開
催
さ
れ
た

第
23

回
理
事
会
は
、
最
新
の
報
告
と
技
術

的
、
組
織
的
な
実
績
を
示
す
指
標
を
評

価
し
た
。
こ
こ
三
年
間
、

IT
ER

計
画
は
勢
い
の
あ
る

速
度
と
堅
実
な
実
績
を
維
持
し
て
き
た
。

IT
ER

機
構
及
び
国
内
機
関
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

要
求

さ
れ

る
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
や

初
め

て
の

装
置

に
必

要
と

さ
れ

る
革

新
的

な
技

術
を

満
た

す

た
め

に
、

「
O

ne
-IT

ER
」

チ
ー

ム
と

し
て

協
働

し
て

い
る

。
理

事
会

は
、

ト
カ

マ
ク

建
屋

の
完
了
と
装
置
組
立
段
階
へ
の
移
行
を

視
野
に
入
れ
つ
つ
、

IT
ER

計
画
の
成
功
に
向
け
て
順

調
に
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
全
力

を
注
い
で
い
る
。

 
 

 
建
設
と
製
作
の
進
捗
：

20
16

年
1
月
以
降
、
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た

36
の
予
定
さ

れ
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
イ

ル
ス

ト
ー

ン
が

達
成

さ
れ

て
い

る
。

ト
カ

マ
ク

コ
ン

ク
リ

ー
ト
台
座
の
土
木
作
業
が
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り

20
18

年
8
月
に
欧
州
国
内
機
関

に
よ

っ
て

完
了

し
た

。
ま

た
、

米
国

が
供

給
す

る
３

つ
の

ド
レ

イ
ン

タ
ン

ク
及

び
中

国
が

供
給

す
る

４
つ

の
蒸

気
抑

制
タ

ン
ク

は
、

同
月

に
据

え
付

け
ら

れ
た

。
韓

国
が

供
給
す
る
最
初
の
真
空
容
器
は

、
80

%
以
上
完
了
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
は
、

IT
ER

の

磁
気

シ
ス

テ
ム

の
た

め
の

ポ
ロ

イ
ダ

ル
磁

場
コ

イ
ル

導
体

を
製

作
し

終
え

た
。

イ
ン

ド
は

、
ク

ラ
イ

オ
ス

タ
ッ

ト
円

筒
の

下
部

と
基

部
の

製
作

を
ほ

ぼ
完

了
し

た
。

ト
ロ

イ
ダ

ル
磁

場
コ

イ
ル

の
巻

線
の

製
作

や
、

精
密

に
加

工
さ

れ
た

構
造

物
へ

の
巻

線
の

納
入
及
び
冷
却
テ
ス
ト
は
、
欧

州
と
日
本
に
お
い
て
順
調
に
進
展
し
て
い
る
。

 
 

実
際

、
全

て
の

主
要

な
IT

ER
の

機
器
、

シ
ス

テ
ム

及
び

構
造

に
関

し
て

か
な

り
の

進
展
が
進
行
中
で
あ
る
。

 
 

 
機

器
組

立
に

向
け

た
準

備
：

理
事

会
は

、
今

後
の

組
立

段
階

へ
の

移
行

に
向

け
た

準

備
の

た
め

に
IT

ER
機
構

が
取

り
組

ん
で

い
る

方
策

に
慎

重
に

留
意

し
た

。
主

要
な

機
器

は
IT

ER
サ

イ
ト
に

到
着

し
つ

つ
あ

り
、

そ
の

頻
度

は
上

が
っ

て
い

る
。

据
付
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は
来
年
も
続
き
、

20
20

年
の
初
め
に
本
格
的
な
組
立
作
業
が
開
始
予
定
で
あ
る
。
理

事
会
は
、

20
19

年
中
頃
に

IT
ER

機
構
の
組
立
・
据
付
戦
略
に
関
す
る
深
堀
独
立
レ

ビ
ュ
ー
を
実
施
す
る
こ
と
を
承

認
し
た
。

 
  

 
設

計
の

最
適

化
：

理
事

会
は

、
慎

重
な

検
討

の
結

果
、

安
全

要
求

に
応

え
、

装
置

の

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

構
成

を
調

整
す

る
提

案
を

承
認

し
た

。
そ

れ
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

要
求

に
沿

っ
て

、
（

真
空

容
器

の
）

２
つ

の
水

平
ポ

ー
ト

を
ト

リ
チ

ウ
ム

増
殖

シ
ス

テ
ム

に
割

り
当

て
、

デ
ィ

ス
ラ

プ
シ

ョ
ン

緩
和

シ
ス

テ
ム

を
開

発
す

る
こ

と
で

あ
る

。
 

 
IT

ER
参
加
極
の
サ
ポ
ー
ト
：
理
事
会
は
、
建
設
戦
略
の
改
良
及
び
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン

20
16

の
成

功
裏

の
実

施
を

可
能
に

し
、

20
25

年
初

プ
ラ
ズ

マ
を

達
成

す
る

た
め

に
、

物
納

及

び
現

金
貢

献
を

果
た

す
全

参
加

極
の

努
力

を
好

意
的

に
留

意
し

た
。

理
事

会
は

、
全

て

の
IT

ER
参
加
極
が
毎
年
の
物
納
貢
献
と
現
金
貢
献
を
、
時
宜
を
得
て
果
た
す
こ
と
が
、

建
設
戦
略
の
改
良
と

20
16

年
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
を
成
功
裏
に
実
施
す
る
た
め
に
重
要
で
あ

る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

 
 

理
事

会
メ

ン
バ
ー

は
、

核
融

合
科

学
技

術
を

発
展

さ
せ

る
IT

ER
計

画
の

使
命

と
ビ

ジ
ョ

ン
の
価
値
に
対
す
る
強
い
信
念
を
再
確

認
し
、

IT
ER

の
成
功
を
促
進
さ
せ
る
タ
イ
ム
リ
ー
な

課
題

解
決

の
た

め
に

協
働

す
る

こ
と

を
決

意
し

た
。

理
事

会
は

、
「

O
ne

-IT
ER

」
チ

ー
ム

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

成
功

に
導

く
効

果
的

な
協

働
へ

の
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を
賞

賛
し

た
。

理
事

会
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
績

を
綿

密
に

監
視

し
、

現
在

の
達

成
ペ

ー
ス

を
維

持
す

る

た
め
に
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し
て

い
く
。

 
  プ

レ
ス

発
表
の

背
景

情
報

 
 

IT
ER

は
、
世
界
最
大
の
核
融
合
実

験
装
置
で
あ
り
、
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
科
学
的
・
技

術
的

実
現

可
能

性
を

実
証

す
る

た
め

に
設

計
さ

れ
て

い
る

。
核

融
合

と
は

、
太

陽
及

び
星

々

に
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
与

え
る

反
応

過
程

で
あ

る
。

軽
い

原
子

核
が

融
合

し
て

重
い

原
子

核
を

形

成
す

る
時

、
膨

大
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
が

放
出

さ
れ

る
。

核
融

合
研

究
は

、
安

全
か

つ
豊

富
で

、

環
境
適
合
性
の
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の

開
発
を
目
指
し
て
い
る
。

 
 

IT
ER

は
、
初
め
て
の
世
界
的
な
協
力
で
も
あ
る
。
欧
州
が
建
設
費
の
ほ
ぼ
半
分
を
負
担
し
、

こ
の
国
際
共
同
事
業
に
参
加
す
る
他
の

6
極
（
中
国
、
イ
ン
ド
、
日
本
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
、

米
国

）
が

残
り

を
等

分
に

負
担

す
る

。
IT

ER
計

画
は

、
南

フ
ラ

ン
ス

の
サ

ン
・

ポ
ー

ル
・

レ
・
デ
ュ
ラ
ン
ス
市
に
お
い
て
建
設
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

 
 

IT
ER

計
画
に
つ
い
て
の
更
な
る
情
報
は
、

ht
tp

://
w

w
w

.it
er

.o
rg

/ を
参
照
さ

れ
た

い
。
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